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ポット出版では、電子書店 4店と共同して、「書籍（紙の本）を買うと電子書籍を無料でダウンロードで
きる」サービスを、書籍の販売促進のため、また電子書籍市場の拡大のためにおこないました。
2014年 11月初旬からはじめたこのサービスについて、2015年 2月までのさまざまな進捗を中間的に集
約しました。
書籍のさまざまな販売促進策の一つとしての有効性を検証するためです。

中間集約での総括は、
5％～ 10％程度の増売を実現した可能性がある、と考えました。
もちろん、対象タイトルのジャンルによる違い、認知度、サービスの利便性、そもそも電子書籍特有の
購入電子書店のビュアでの管理に縛られる、などといった問題もあり、単純に「効果あり」とだけ受け
止めることはできません。
しかし、まだまだ、こういったサービスを開発する先に、書籍の販売促進の可能性はあると思います。

出版社・書店・電子書店・取次、などの出版流通関係者や、すべての読者の方々に、この結果や検証を
報告して、書籍出版の世界の豊富化の材料にしてもらえればと思います。

 2015年 3月 5日
 ポット出版　　　　　　
■サービス実施タイトル
『アーカイブ立国宣言』／『電子図書館・電子書籍貸出サービス』
■ダウンロード対応電子書店　4書店
honto／紀伊國屋／ BOOKSMART／ BookLive !
■無料ダウンロード保証期間
2015年 11月 30日まで

プラス電書の取組の中間報告に際して

▼オビ・表一部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼オビ・ソデ部分
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ダウンロード数・販売数とアンケートから見えてきたこと

プラス電書サービス実験をおこなった 2014年 11月（書籍版は一部 10月に店頭にならんだ）～ 2015年 1月（一部書店の
2月データも調べられた）のダウンロード数、販売数を集計しました。また、2015年 1月にアンケートを実施しました（ア
ンケートの実施は、一部の電子書籍書店で集計されています（今後増えるアンケート回答は、この「報告書」の改定版で掲
載刷る予定です）。

このダウンロード数、販売数調査と、アンケートの集計から、次のようなことが見えてきたと考えています。

●現在の書籍版の想定実売数は 703冊／ 923冊
紙の書籍の実売数は、一部大手チェーン書店の POSデータを集計したものです。この一部大手チェーン店の POSデータは、
実際の実売数の 1/3～ 1/4（33％～ 25％）程度の把握にとどまっていると思われます。把握率 30％とすれば、
『アーカイブ立国宣言』は、書籍版の POSデータ：211冊×30/100＝約 703冊
『電子図書館～』で、POSデータ：277冊×30/100＝約 923冊、と想定できます。

●無料版電書のダウンロードは書籍購入者の 10％
仮に、書籍の実売データの把握率が 30％とすると、プラス電書版のダウンロードは、
『アーカイブ立国宣言』は、プラス電書版：64冊÷書籍版の想定実売数：約 703冊≒ 9.1％
『電子図書館～』で、プラス電書版：93冊÷書籍版の想定実売数：約 923冊≒10.0％、
で、ほぼ 10％が無料ダウンロードサービスを利用してくれたことになります。

●アンケートの回答は、無料版電書のダウンロード者のうち 20％
現在の回答者は 10人。この依頼メール送付数は 50通ほどなので、20％の人が回答してくれました。

●書籍版の購入の「後押しになった」人は 60％
書籍版の購入に際して、一定の「後押しになった」の回答は 10人中 6人と 60％となっています。
「紙書籍での購入に後押しとなりましたか？」という直接的な質問に対して、
「非常に後押しになった」が 1人、
「若干後押しとなった」が 5人、
「あまり後押しにならなかった」が 2人、
「まったく後押しにならなかった」が 2人。

●書籍の店舗での購入 50％、ネット書店での購入が 50％
無料ダンロードをした人の、書籍購入場所は、50％がリアル店舗、50％がネット書店でした。
ネット書店での購入者は、ネット書店内の電子書店でこのダウンロードをおこなっています。
リアル店舗の書店での販売促進にも、ネット書店での販売促進にも一定の効果があったと考えています。

●結論＝書籍購入者の 5％程度（40冊程度）の購入の後押し
こうしたデータとアンケートから、結論としてまとめるならば、
一タイトルの想定実売数が 800冊、このうちプラス電書版のダウンロード者は 10％で、その 60％程度に「後押しになっ
た」購入者が回答しています。
したがってこの実験全体からひとまず、書籍の購入において、5％（書籍の実売数から勘案すると 40冊くらい）程度の
増倍効果の可能性があったと言えるかと考えてます。

実験の結果を概括する
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プラス電書サービスのタイトルと告知内容

▼ポット出版「プラス電書サービス」の告知から

プラス電書 - 紙の書籍を購入すると、電子書籍がついてきます
ポット出版は11月初旬発売の書籍（紙の書籍）・2タイトルに、電書
（電子書籍）無料提供サービスをおこないます。

●対象タイトル
○アーカイブ立国宣言　日本の文化資源を活かすために必要なこと
http://www.pot.co.jp/books/isbn978-4-7808-0213-9.html
書籍書店発売日　2014/11/14金（11/13木ころから書店着）
電書（有料版）発売予定日　2014/11/10火
電書（無料サービス版）公開予定日　2014/11/10火

○電子図書館・電子書籍貸出サービス　調査報告 2014
http://www.pot.co.jp/books/isbn978-4-7808-0214-6.html
書籍書店発売日　2014/11/13木（11/10月ころから書店着）
電書（有料版）発売予定日　2014/11/10火
電書（無料サービス版）公開予定日　2014/11/10火

●対応電子書店でのダウンロード方法
○ honto
※ 2014.11.11現在、両タイトル共にダウンロード可能
・「アーカイブ立国宣言」クーポン入力ページ
http://honto.jp/pot0213/
・「電子図書館・電子書籍貸出サービス」クーポン入力ページ
http://honto.jp/pot0214/
hontoでの会員登録後、上記それぞれのタイトルのページにて、クーポ
ンコードを入力していただきますと、電子書籍のダウンロードが可能に
なります。

アーカイブ立国宣言
日本の文化資源を活かすために必要なこと
「アーカイブ立国宣言」編集委員会 編
書籍版●希望小売価格：2,300円 ＋ 税 
（この商品は非再販商品です）
電書版●希望小売価格：1,800円＋税
ISBN978-4-7808-0213-9 C0000
四六判 / 272ページ /並製 
[2014年 11月刊行 ]

電子図書館・電子書籍貸出サービス
調査報告 2014
植村八潮 編著 , 野口武悟 編著 , 
電子出版制作・流通協議会 著 
書籍版●希望小売価格：2,600円 + 税 
（この商品は非再販商品です）
電書版●希望小売価格：2,000円＋税
ISBN978-4-7808-0214-6 C0000
B5判 / 224ページ /並製 
[2014年 11月刊行 ]

○紀伊國屋書店
※ 2014.11.13現在、両タイトル共にダウンロード可能
・プラス電書キャンペーンページ
http://www.kinokuniya.co.jp/c/20141110000000.html
紀伊國屋での会員登録後、上記ページに記載されているガイドにした
がってクーポンコードを入力していただきますと、電子書籍のダウンロ
ードが可能になります。
その際に、紀伊國屋ウェブページ上で一度ログインを行う必要がありま
す。

○ BOOKSMART
※ 2014.11.11現在、両タイトル共にダウンロード可能
・「アーカイブ立国宣言」クーポン入力ページ
http://booksmart.jp/pot0213
・「電子図書館・電子書籍貸出サービス」クーポン入力ページ
http://booksmart.jp/pot0214
BOOKSMARTでの会員登録後、アプリをダウンロードしていただき、
BOOKSMARTウェブサイトより、使用端末の登録をおこないます。
端末登録後、上記それぞれのタイトルのページからクーポンコードを入
力していただきますと、電子書籍のダウンロードが可能になります。

○ BookLive！
※ 2014.11.13現在、両タイトル共にダウンロード可能
・BookLive!トップページ
http://booklive.jp/
BookLive!での会員登録後、アプリをダウンロードしていただき、上記
BookLive!ウェブサイトより、クーポンコード入力ページへ移動します。
PC版ウェブサイトは左側のバーの一番下に、タブレット版ウェブサイト
はトップページの一番下に、それぞれのタイトルのクーポンコード入力
ページへのリンクがあります。
対象タイトルのページからクーポンコードを入力していただきますと、
電子書籍のダウンロードが可能になります。

プラス電書サービス実験では、『アーカイブ立国宣言』と『電子図書館・電子書籍貸出サービス』（ともに 2014年 11月
発行）2つのタイトルで実験を行いました。
オビに無料ダウンロードの対象タイトルであること、折り返しの部分にはクーポンコードと、対応する電子書店のダウン
ロードページのURLなどの要項を印刷しました。
実際、購入者がURLを入力するのはとても煩わしいので、今後は「プラス電書ウエブサイト」を開いて、そこにタイト
ル別・電子書店のダウンロードURLへのリンクを貼ることで、最小の費用で誘導の利便性を確保するなどに取組むのが
よいとおもわれます。
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プラス電書版 電書版 書籍版 総計

アーカイブ立国宣言 64 47 211 322

　2014年 10月 0 4 4

　2014年 11月 37 16 65 118

　2014年 12月 20 13 119 152

　2015年 1月 7 18 18 43

　2015年 2月 0 5 5

電子図書館 93 24 277 394

　2014年 10月 0 10 10

　2014年 11月 66 13 54 133

　2014年 12月　 15 6 199 220

　2015年 1月 12 3 10 25

　2015年 2月 2 4 6

総計 157 71 488 716

＊プラス電書版＝書籍購入者の無料ダウンロード数。
　プラス電書サービスに対応していただいた電子書店の報告の合計になります。
＊電書版＝電子書籍だけの有料購入数（ダウンロード数）
＊書籍版＝紙の本の実売数。
　大手書店の POSデータの集計ですので、全体の実売数の一部になります。
＊書籍版の記録
　アーカイブ立国宣言＝初版 2,000部発行　2015.02.25現在の在庫数は 900冊程度
　電子図書館＝初版 2,000部発行　2015.02.25現在の在庫数は 900冊程度
書籍版の 2015.02.25現在の実売数はそれぞれ、ほぼ 600～ 800冊程度と想定しています。
プラス電書版のダウンロード数は、対応電子書店でのデータです

プラス電書サービスのダウンロード数などの記録（一部）



6

性別 男性 女性 男性 男性 男性 男性
年代 40代 30代 20代 60歳以上 40代 50代
都道府県 東京都 兵庫県 東京都 愛媛県 東京都 不明
紙書籍をどこの書店で購入さ
れましたか？  

ネット書店 神戸大学生協書籍部 丸善本店 ネット書店 紀伊國屋書店新宿本
店

丸善 oawo

無料ダウンロードできることを
知っていましたか？

はい はい はい いいえ いいえ はい

どこで知りましたか？ インターネットや広告
などで知った

インターネットや広告
などで知った

購入する際に紙書籍
を見て知った

購入した後に知った 購入する際に紙書籍
を見て知った

その他（図書館展）

紙書籍を購入する際に、後押
ししましたか？

若干後押しとなった 非常に後押しとなっ
た

若干後押しとなった 全く後押しとならなか
った

あまり後押しとならな
かった

あまり後押しとならな
かった

無料ダウンロードした電子書
店の選択理由

紙書籍版を購入した
から

普段から利用してい
るから。

会員登録をしていた
から。

紙書籍を購入したか
らです。

いつも利用している
ため

すでに会員だから

主にどちらでお読みになりまし
たか？　紙書籍版／電子書籍
版 (％ )

紙の書籍＝70
電子書籍＝30

紙の書籍＝50
電子書籍＝50

紙の書籍＝60
電子書籍＝40

紙の書籍＝100
電子書籍＝0

紙の書籍＝90
電子書籍＝10

紙の書籍＝100
電子書籍＝01.0

無料でダウンロードは、必要
なサービスですか？

必要 少し必要 必要 どちらとも言えない 必要 必要

どんな紙書籍が対象だったら
今後も使いたいと考えますか？　
また、どんなサービス形式だ
ったら、より使いやすいです
か？

小説などではなく学
術書

本文をキーワード検
索する必要があるよ
うな、学術書。

専門書。 紙書籍の対象は、図
版などが少なく、読
みやすい書籍のみで
す。現在、電子書籍
はKindleで購入・読
書しています。御社
では、  Kindleへのダ
ウンロードが出来ませ
ん。紙媒体を電子で
読む場合、様 な々媒
体があり、利用への
ハードルを高くしてい
ます。  小生の場合、
御社の電子書籍はＰ
Ｃでしか読めないとい
う、根本的な問題が
あります。従って、
紙媒体に電子書籍が
附帯していても、  あ
まり魅力を感じないと
いうのが、率直な感
想です。Kindleでの
利用が可能であれば、
「紙書籍を購入すると、
電子書籍版が無料で
ダウンロードできるよ
うなサービス」は、
歓迎しますが。

電子書籍の永続アク
セスが保証されてい
ると言えない現状で
は、基本的に紙書籍
に電子書籍がセット
になって販売されると
安心して電子書籍を
買うことができる。

実務書

これまでこの電子書店の会員
でしたか？

既に会員だった 既に会員だった 既に会員だった 既に会員だった 既に会員だった 既に会員だった

一年間に購入する書籍 200 100 10 200 100 450
　うち電子書籍（冊／年） 20 50 1 10 5 10
これまでに購入した電子書籍 50 100 4 362 30 36

普段、電子書籍はどのような
デバイスで読まれますか？（複
数回答可）

PC
タブレット
スマートフォン
その他

タブレット
PC

スマートフォン

PC

その他

PC

スマートフォン
その他

タブレット

その他

デバイスの機種 iPad iPhone Kindle Kindle iPad kindle

今回の電子書籍版はどのデバ
イスで読まれましたか？

その他

タブレット タブレット
PC

スマートフォン
タブレット

今回読んだデバイス iPhone6 iPad iPhone PC(Windows7) Vaio　Xperia iPad

●アーカイブ立国宣言・購入者

ダウンロード者・アンケート（中間集約）2-1
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性別 男性 女性 女性 女性
年代 40代 30代 30代 40代
都道府県 千葉県 東京都 京都府 東京都
紙書籍をどこの書店で購入さ
れましたか？  

ネット書店 ネット書店 ジュンク堂書店京都
店

ネット書店

無料ダウンロードできることを
知っていましたか？

はい はい いいえ はい

どこで知りましたか？ インターネットや広
告などで知った

購入した後に知った 購入した後に知った インターネットや広
告などで知った

紙書籍を購入する際に、後押
ししましたか？

若干後押しとなった 若干後押しとなった 全く後押しとならな
かった

若干後押しとなった

無料ダウンロードした電子書
店の選択理由

通常利用しているネ
ット書店だから。

iPhoneに入れていつ
でも読めるので

よく使っているから いつも利用している
から

主にどちらでお読みになりまし
たか？　紙書籍版／電子書籍
版 (％ )

紙の書籍＝80
電子書籍＝20

紙の書籍＝50
電子書籍＝50

紙の書籍＝100
電子書籍＝0

紙の書籍＝60
電子書籍＝40

無料でダウンロードは、必要
なサービスですか？

必要 少し必要 必要 必要

どんな紙書籍が対象だったら
今後も使いたいと考えますか？　
また、どんなサービス形式だ
ったら、より使いやすいです
か？

調査、統計データに
基づいた研究書、学
術書。その元データ
も、合わせて掲載さ
れている図書。  通
読するよりも、特定
の言葉が記されてい
る部分を検索して事
典的に使える図書。

語学書（検索できる
ので辞書がわりにな
る）

実用書や学術書。
Kindleに対応出来る
ようにしてほしい。

雑誌のような読み終
わると捨てるもの。  
写真集のような、手
元に置いておきたい
がかさばるもの。

これまでこの電子書店の会員
でしたか？

既に会員だった 既に会員だった 既に会員だった 既に会員だった

一年間に購入する書籍 500 30 20 200
　うち電子書籍（冊／年） 25 20 5 150
これまでに購入した電子書籍 100 100 10 200
普段、電子書籍はどのような
デバイスで読まれますか？（複
数回答可）

PC

スマートフォン
タブレット
スマートフォン

デバイスの機種 dynabook iPhone Kindle androidスマホ、
iPAD

今回の電子書籍版はどのデバ
イスで読まれましたか？

PC

スマートフォン

PC

スマートフォン

今回読んだデバイス dynabook iPhone ダイナブック androidスマホ

●電子図書館・電子書籍貸出サービス・購入者

ダウンロード者・アンケート（中間集約）2-2
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電書ラボ企画書

専門書を買うと
その電子書籍を無料・割引価格でダウンロード
プラスd（仮）

20140/09/02火　Ver2.0

（Ver2.0から仮称をプラス d（仮）とする）

紙の本を、本屋で買うと、
電子書籍を、利用している電子書籍書店で、無料・割引で、
ダウンロードできるサービス。
紙の専門書の購入動機をプラスし、また電子書籍体験の拡大をおこなう
どこの書店で紙の専門書を購入しても、対応する電子書籍書店のどこでもダウンロードできるようにして、
中小零細書店でもネット通販書店でも、どの電子書籍書店でも参加可能なオープンなサービスを提供することで、
業界全体の取組としたい

●主な本の想定対象

・資料としての持ち運び需要の多いと思われるもの、検索用途の多いて思うものから開始
・専門書を中心にする

●目的

・専門書の購入動機の促進
本は代替困難なもので、「電子書籍が付いているものから選ぶ」のでなくその本それ自体を選ぶ場合が多い。
しかし、買うかどうか迷う読者に背中を押す効果がある

・すべての書店で活用な可能なサービスの提供する
・電子書店体験の契機を提供する

●サービス内容

ネット書店・リアル書店で購入した読者に、電子書籍をプレゼント
紙の本購入者にクーポン IDを提供して、電子書店ではこれにもとづいてダウンロードを提供
○クーポン IDの購入者への提供方法（複数の選択肢を想定している）

クーポン IDは、タイトルにつき一つの IDを発行する場合と、一冊一冊にユニーク IDを発行することもできる

・オビなどに印刷する／チラシのようなものを印刷する／本体の奥付ページなどに印刷する
・申込みフォームでクーポン IDを提供する（既刊本でも対応できる）

購入した証明として、「○ページ○行目○字目の文字を入力」させるなど
ダウンロード希望の電子書店を入力

登録後メールでクーポン IDを送付する

○リアル書店で買った場合
・上記の方法で提供されるクーポン IDで、対応する電子書店でクーポン IDを入力してダウンロード

○ネット書店で紙の本を買った場合　
・ネット書店側で連携している電子書店のシステムで対応
・本の到着後、上記の方法で提供されるクーポン IDで、対応する電子書店でクーポン IDを入力してダウンロード

○提供根拠
・紙の本とセットの販売である

プラス電書企画書　3-1
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●フォーマット
・リフロー EPUB／フィックス EPUB／テキスト付き PDFを版元で選択する

・このフォーマットの配信可能な電子書籍書店でのサービス提供をお願いする
　電子書籍書店ごとに配信可能なフォーマットを調査してリストを制作する

●割引率
無料か、割引価格にするかは、版元のタイトル毎の設定で決定する

●クーポン IDの方法

タイトルに対してユニークなクーポン ID（同一タイトルにすべて同じ）と、
冊ごとにユニークなクーポン ID（一冊ごとにユニーク）の 2種類の方法を版元が選択

●重複利用の防止策
電子書籍書店への会員登録を求めることで、重複利用を抑制する
電子書籍書店では DRMをかけて会員ごとの購入タイトル管理をおこなっているので、
このプラス d（仮）タイトルばかり購入するなどという不自然な会員の状態を把握できる。一定期間で会員毎の状況調査
を依頼するなどして、抑止する
また、フリーメールアドレスによる複数の会員登録も可能ではあるが、「利用者」が著しく煩雑になる
複数電子書籍書店での購入履歴（本棚）による管理の煩雑さが指摘されているなかで、一定の抑止を行える
専門書の販売促進策の模索として行うので、費用と抑止効果のバランスからこうした抑止策として行いたい

●宣伝

・小規模なリアル書店の店頭で客注を増やすため
「プラス d（仮）取り扱ってます」「プラス d（仮）専門書リスト」などのミニポスター・チラシ配布などをおこなう
・書籍を買うと電子書籍がついてくる本の一覧・検索サイト

●期待するプラス d（仮）の効果

○出版社にとっての効果
比較的高額な専門書の販売の増加／小規模なリアル書店の客注促進活動による販売の増加

○リアル書店
積極的な客注の促進に活用

○電子書店
　新規会員獲得の動線の拡大／電子書籍の体験の契機をつくる

●電子取次・電子書店との協業の促進
出版社から書店に 1ダウンロードに対して 100円程度を紙の本の販促費として支払う

●クーポン IDをカードで制作した場合の費用のめど

あくまで目安として算定したもの

・冊ごとにユニークなもの　3,000枚程度

　カード制作費　4C/1C　＠ 20程度　（3,000枚の場合約 6万円）

　コード発行費用　＠ 17　（3,000枚の場合約 5万円）

・タイトルごとにユニークなもの　3,000枚程度

　カード制作費　4C/1C　＠ 17程度　（3,000枚の場合約 5万円）

　コード発行費用　なし
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●類似のサービスの現状

○OKURIBON

　大日本印刷（DNP）が展示していた「OKURIBON」
　OKURIBONとは、ハイブリッド書店「honto」ならではのサービスで、電子書店
hontoから電子書籍をプレゼントできるというものです。これに加えて、丸善・
ジュンク堂・文教堂各書店またはオンライン書店で紙の本をラッピングしてリア
ル書店では特製しおりを、オンライン書店ではメッセージカードを添えてプレゼ
ントできる仕組みです。
　通販でギフトを贈れる Amazonも Kindleストアで電子書籍を贈ることはできませ
んでした。受け取った人が honto会員でない場合でも、ギフトメールに記載され
たURLから簡単に会員登録できるようになっているのもポイントです。

○ “AirBook”　TSUTAYAと BookLive!が取り組んでいるリアル書店と電子書店の相互サービス連携です。
　ユーザーは Tポイントと電子書店 BookLive!の両方の会員となっている必要がありますが、あらかじめ、これらを連携させておけば、
TSUTAYAの店頭で紙の書籍または雑誌購入時にレジで Tポイントカードを提示すると、BookLive!の本棚に店頭で購入したのと同じ電子書
籍が表示される、という仕組みです。
　また、自分の読みたい紙の書籍が TSUTAYAにない場合でも、書店で予約すれば、到着するまでの間、電子版で読めるようにするとのこ
と（FastRead）。
　これらはあくまでもこのサービスに対応する書籍・雑誌に限定されますが、Tポイントカードを提供するカルチャーコンビニエンスクラブ
（CCC）としては、Tポイントカード提携店舗をさらに増やす狙いがあると見られ、導入する書店でも
来客数の増加が期待しているようです。
　ただし気になる点も。日本最大級の電子書店とはいえ、現在のところ連携しているのが BookLive!だけである点、そしてまだ電子書籍を
提供する出版社が限られている点です。導入時期も「年内」とだけ示されており、詳しい時期は未定です。

○米アマゾン、書籍を買うとKindle版もついてくる「Kindle MatchBook」発表！　18年前に買った書籍も対象に
米アマゾンは、Amazonで買った書籍の一部の電子版を提供する「Kindle MatchBook」を発表しました。我々ユーザーが最も欲しかった機
能ですよ！
今年初めに米アマゾンでサービス開始している「Auto Rip program」（CDを購入するとクラウド上にあるMP3の音楽も提供するプログラ
ム）と良く似ています。
MatchBookは、米アマゾン開設年の 1995年から遡って購入した一部の書籍の Kindle版が無料、または 0.99ドル／ 1.99ドル／ 2.99ドル
（約 100円／ 200円／ 300円）の定額で手に入るサービス。先ずは約 1万冊の本を対象に、10月からサービス開始予定です。ただし対象
となるのは、アマゾンから新品で書籍を購入した場合のみ。
昔買ったけど、どっかに行っちゃった、または売っちゃった本がまた Kindleで読めるようになるのは良いですね。18年前からの購入履歴が
ずっと残っているのはちょっと不気味だけど…でもこんな時に役に立つのもアマゾンならでは。
日本もなる早で同じようにサービス展開して欲しいものです。

○空飛ぶ本棚
「空飛ぶ本棚」は、出版社などのコンテンツホルダーから協力を得て運営されているシステムです。本や雑誌を購入した時に付いてくる 「ク
ーポンコード」を入力するだけで、その本や雑誌を「無料」で、「いつでも」、「どこででも」楽しめます。
文章や画像だけでなく、映像や音楽も楽しめるコンテンツも続々登場予定です。
簡単な会員登録をするだけで、iPhoneや iPadだけでなくAndroid端末や PCでも閲覧出来ます。 家では PCで、通勤通学中はスマートフォ
ン、旅行先ではタブレットなど、ご利用シーンに合わせてお楽しみいただけます。
クーポンコードは、一度入力するだけで、以降はサーバで管理されている会員毎の本棚に格納されます。
本棚はジャンル別で管理できるので、本がいっぱいになっても安心。
さらに、電波の入らない場所でも「持出バッグ」にコンテンツを入れれば、端末を持ち歩くことで、いつでもコンテンツを閲覧出来ます。
参加商品はドンドン増えていきます。雑誌を買えば、本を買えば、無料で電子版が楽しめる。「空飛ぶ本棚」にご期待下さい。
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【参考資料】「リアル書店×電子書店の連携サービス」　電子書籍情報まとめノートから　

「電子書籍情報まとめノート」というウエブサイトで、丁寧な電子書籍情報をまとめられている。3月 10日に、「リアル
書店×電子書店の連携サービス」という詳細なレポートが公開されていた。
プラス電書サービスと同様なさまざまなサービスの現状がまとめられているので、サイト管理人に了解を得て、転載させ
てもらった。
ここにある多くの連携サービスは「あるリアル書店＋ネット書店で書籍を買うと、提携関係の電子書店で電子書籍をサ
ービス」というコンセプトだと思われる。
プラス電書サービスは「どのリアル書店＋ネット書店で書籍を買っても、（提携する）好きな電子書店で電子書籍をサー
ビス」と、どの書店でも、好きな電子書店で、ということをコンセプトにしているという点に違いがあると考えている。

電子書籍情報まとめノート＝ http://www7b.biglobe.ne.jp/~yama88/index.html
管理人＝東京の小さな印刷会社（組版メイン）で働いているDTPオペ。Webは独学、タグ手打ち。 twitter：@
yamakai74
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「リアル書店×電子書店の連携サービス」　電子書籍情報まとめノートから　3-1
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